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物流と同じように、 

仕事や人生設計の「滞り」を解消する！ 
「人並みに努力はしているつもりだけど、結果が出ない」 

「仕事にも人づきあいにも疲れてしまった」 

「忙しすぎて自分の時間が持てない」 

向上心のある人ほど、こんな悩みを抱えているはず。 

物流・ロジスティクスの専門家である著者は、その原因を「滞り」にある

と語る。 

物流にピークやオフピークがあるように、仕事や人生設計も、わざわざ

ピーク状態をつくり出すようなスタイルで行動すれば、大きな滞りが発

生して非効率になるというわけだ。 

つまり、いかにピークを避けて滞りを解消していくかが、頭のいい人の時

間管理や仕事術につながっていくということ。 

実際、学生・社会人を問わず、悩みのほとんどは「滞りをなくす」という

視点から物流のセオリーを当てはめていくと解決できる。 

そこで本書では、専門のロジスティクス工学に加え、最新の行動経済

学なども取り入れて、時間・仕事・勉強・人づきあい・人生設計・お金

……などのさまざまなシーンやテーマにおいて、最小限の努力で最大

限の成果を引き出せる考え方を伝える。 

 

《著者》鈴木邦成 すずきくにのり 
物流エコノミスト、日本大学教授。一般社団法人日本ロジスティクスシステ

ム学会理事、電気通信大学非常勤講師（経済学）。専門は物流およびロ

ジスティクス工学。物流改善などの著書、論文多数。 

普段から学生やビジネスパーソンから専門分野に関する相談を受ける一

方で、就職、転職、資格試験の勉強方法、職場での時間管理や人づきあ

いなど、幅広い悩みについても意見を求められるという。そうしたやりとりの

なかで、物流・ロジスティクス工学の知見を、「仕事や人生の滞りをなくす」

という視点から悩みに当てはめることで、思いがけない解決策を導けること

に気づく。本書には、そのロジックがふんだんに盛り込まれている。 

主な著書に『トコトンやさしい物流の本』『入門 物流（倉庫）作業の標準化』
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命』（中村康久氏との共著、幻冬舎）、『物流 DX ネットワーク』（中村康久

氏との共著、NTT出版）などがある。 

 


